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今⽇のアジェンダ

1. はじめに：本⽇のテーマについて
2. セルフチェック：辞退の原因はどこにある？
3. 1⼈でも多くの26卒学⽣にご⼊社いただくために：

適切なフォロー施策の考え⽅
4. Appendix：内定辞退者への調査について
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１
はじめに：本⽇のテーマについて
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そもそも「今やっている/これまでやってきたことが正解なのか」に⾃信を持てないことが多い。

4

内定出しをした学⽣をプッシュするために、
どうやってフォローしよう…

とりあえず⾯談を
実施してみたはいいものの、

辞退されてしまった。
何が間違っていたんだろう...
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よくある⼀般論は、「貴社の選考に参加する」学⽣が求めていることなのか？

5

学⽣を⼿厚くフォローすることが⼤事です。
個別⾯談が効果的です。

理系学⽣は、研究との親和性を重視するので、
理系特化の情報提供が必要です。
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学⽣を⼿厚くフォローすることが⼤事です。
個別⾯談が効果的です。

理系学⽣は、研究との親和性を重視するので、
理系特化の情報提供が必要です。

6

よくある⼀般論は、「貴社の選考に参加する」学⽣が求めていることなのか？
→わかりません。だから不安になって当たり前です。
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そんな中でも前進するために、2つのテーマに分けてお話しします

【フェーズ①】
インターンシップ〜

選考エントリー

【フェーズ②】
⾯接〜内定出し

【フェーズ③】
クロージング〜

内定承諾

7
【後半】1⼈でも多くの26卒学⽣にご⼊社いただくために：適切なフォロー施策の考え⽅

【前半】セルフチェック：辞退の原因はどこにある？

「フォロー強化だけで解決しそうか？」の⾒極め
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２
セルフチェック：辞退の原因はどこにある？
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【フェーズ①】
インターンシップ〜

選考エントリー

【フェーズ②】
⾯接〜内定出し

【フェーズ③】
クロージング〜

内定承諾

9
【後半】1⼈でも多くの26卒学⽣にご⼊社いただくために：適切なフォロー施策の考え⽅

【前半】セルフチェック：辞退の原因はどこにある？

「フォロー強化だけで解決しそうか？」の⾒極め

そんな中でも前進するために、2つのテーマに分けてお話しします
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フォロー強化が承諾率改善に結びつくとは限らない

内定承諾率を左右するのは、
⼤きく、「フォローの量‧質」と「⺟集団の質」の２つ
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現状を整理する：⾃社の内定辞退者は、どのパターンの学⽣が多いか

⾃社の魅⼒を正しく
伝えられていなかった

そもそも
現状把握が

できていない

フォロー施策
の強化(量)

問
題

課
題

原
因

打
ち
手

⼤⼿/知名度ある他社と競合 ⾃社と同規模の他社と競合

1次⾯接など途中離脱/他社への内定承諾が多い

志望職種
アンマッチ

での辞退

専⾨性の
アンマッチ

での辞退

企業規模/知名
度重視の学⽣に

出会っていた

⾃社にマッチした学⽣に
出会えていなかった

⼈柄の
アンマッチ

での辞退

⺟集団の質の改善 フォロー施策
の強化(質)

内定辞退者へ
の調査

過去の辞退理由
を把握しておら
ず、正しい打ち
⼿の仮説がない

ターゲット学⽣に
合った訴求が

できていなかった

⾃社の魅⼒を伝
えるコンテンツ

や場が不⾜
していた
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現状を整理する：⾃社の内定辞退者は、どのパターンの学⽣が多いか

⾃社の魅⼒を正しく
伝えられていなかった

そもそも
現状把握が

できていない

フォロー施策
の強化(量)

問
題

課
題

原
因

打
ち
手

⾃社と同規模の他社と競合

1次⾯接など途中離脱/他社への内定承諾が多い

志望職種
アンマッチ

での辞退

専⾨性の
アンマッチ

での辞退

企業規模/知名
度重視の学⽣に

出会っていた

⾃社にマッチした学⽣に
出会えていなかった

⼈柄の
アンマッチ

での辞退

⺟集団の質の改善 フォロー施策
の強化(質)

内定辞退者へ
の調査

過去の辞退理由
を把握しておら
ず、正しい打ち
⼿の仮説がない

ターゲット学⽣に
合った訴求が

できていなかった

⾃社の魅⼒を伝
えるコンテンツ

や場が不⾜
していた

フォローしても採⽤が難しいゾーン フォロー強化で採⽤可能性
が上がるゾーン

MUST

⼤⼿/知名度ある他社と競合
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ex：ある中⼩メーカーの事例

⾃社の魅⼒を正しく伝えられていない
そもそも

現状把握が
できていない

フォロー施策
の強化(量)

問
題

課
題

原
因

打
ち
手

⾃社と同規模の他社と競合

1次⾯接など途中離脱/他社への内定承諾が多い

⾃社の魅⼒を伝
えるコンテンツ

や場が不⾜
していた

志望職種
アンマッチ

での辞退

専⾨性の
アンマッチ

での辞退

企業規模/知名
度重視の学⽣に

出会っていた

⾃社にマッチした学⽣に
出会えていなかった

⼈柄の
アンマッチ

での辞退

⺟集団の質の改善 フォロー施策
の強化(質)

ターゲット学⽣に
合った訴求が

できていなかった

内定辞退者へ
の調査

過去の辞退理由
を把握しておら
ず、正しい打ち
⼿の仮説がない

60%

20% 10% 10%

この場合、改善すべきは内定者フォローではなく⺟集団の作り⽅

⼤⼿/知名度ある他社と競合
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ex：ある⼤⼿メーカーの事例

⾃社の魅⼒を正しく伝えられていない
そもそも

現状把握が
できていない

フォロー施策
の強化(量)

問
題

課
題

原
因

打
ち
手

⾃社と同規模の他社と競合

1次⾯接など途中離脱/他社への内定承諾が多い

⾃社の魅⼒を伝
えるコンテンツ

や場が不⾜
していた

志望職種
アンマッチ

での辞退

専⾨性の
アンマッチ

での辞退

企業規模/知名
度重視の学⽣に

出会っていた

⾃社にマッチした学⽣に
出会えていなかった

⼈柄の
アンマッチ

での辞退

⺟集団の質の改善 フォロー施策
の強化(質)

ターゲット学⽣に
合った訴求が

できていなかった

内定辞退者へ
の調査

過去の辞退理由
を把握しておら
ず、正しい打ち
⼿の仮説がない

10% 50%

この場合、改善すべきは内定者フォロー

40%

⼤⼿/知名度ある他社と競合
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いったん、今年何ができるかを整理しましょう

⾃社の魅⼒を正しく
伝えられていなかった

そもそも
現状把握が

できていない

フォロー施策
の強化(量)

問
題

課
題

原
因

打
ち
手

⾃社と同規模の他社と競合

1次⾯接など途中離脱/他社への内定承諾が多い

志望職種
アンマッチ

での辞退

専⾨性の
アンマッチ

での辞退

企業規模/知名
度重視の学⽣に

出会っていた

⾃社にマッチした学⽣に
出会えていなかった

⼈柄の
アンマッチ

での辞退

⺟集団の質の改善 フォロー施策
の強化(質)

内定辞退者へ
の調査

過去の辞退理由
を把握しておら
ず、正しい打ち
⼿の仮説がない

ターゲット学⽣に
合った訴求が

できていなかった

⾃社の魅⼒を伝
えるコンテンツ

や場が不⾜
していた

27卒でトライすること 26卒でトライすること MUST

⼤⼿/知名度ある他社と競合
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少しでも、⽇々の活動に根拠/⾃信を持つために。そして成果を最⼤化させるために。

過去のデータや学⽣の声から
（仮説でも良いので）⾃社の課題を把握

16

内定辞退された
のはなぜかな？

きちんと効果の出る打ち⼿を打てる

建設的に課題解決に繋げられる

フォローだけでなく、
⺟集団の質にも課題が

ありそうだ

26卒は暫定的にここま
でやって、27卒は根本

原因を潰そう。
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フォロー強化が承諾率改善に結びつくとは限らない

「どこを変化させれば⾃社の内定承諾率が改善されるか？」
の仮説を持つことが最も重要。

その上での、学⽣動向などの情報収集であり、
How（内定者フォロー）への落とし込み。
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1⼈でも多くの26卒学⽣にご⼊社いただくために：
適切なフォロー施策のご紹介

18

３
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2つのテーマに分けてお話しします

【フェーズ①】
インターンシップ〜

選考エントリー

【フェーズ②】
⾯接〜内定出し

【フェーズ③】
クロージング〜

内定承諾

19
【後半】1⼈でも多くの26卒学⽣に、ご⼊社いただくために：適切なフォロー施策の考え⽅

【前半】セルフチェック：辞退の原因はどこにある？

「フォロー強化だけで解決しそうか？」の⾒極め
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いったん、今年何ができるかを整理しましょう

⾃社の魅⼒を正しく
伝えられていなかった

そもそも
現状把握が

できていない

フォロー施策
の強化(量)

問
題

課
題

原
因

打
ち
手

⾃社と同規模の他社と競合

1次⾯接など途中離脱/他社への内定承諾が多い

志望職種
アンマッチ

での辞退

専⾨性の
アンマッチ

での辞退

企業規模/知名
度重視の学⽣に

出会っていた

⾃社にマッチした学⽣に
出会えていなかった

⼈柄の
アンマッチ

での辞退

⺟集団の質の改善 フォロー施策
の強化(質)

内定辞退者へ
の調査

過去の辞退理由
を把握しておら
ず、正しい打ち
⼿の仮説がない

ターゲット学⽣に
合った訴求が

できていなかった

⾃社の魅⼒を伝
えるコンテンツ

や場が不⾜
していた

27卒でトライすること 26卒でトライすること MUST

⼤⼿/知名度ある他社と競合
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前提：学⽣側の動き、いまどんな感じ？
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2024年度の夏インターンシップ参加社数

2024年12⽉実施 学⽣の状況調査アンケート（n=1,206名）
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2024年度の秋冬インターン参加社数（予定含む）

2024年12⽉実施 学⽣の状況調査アンケート（n=1,206名）
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本選考の⾯接を受けたことがある/予定がある（12⽉時点）

2024年12⽉実施 学⽣の状況調査アンケート（n=1,206名）
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「内定を得たら就活を終了できる」と思えるほど志望度の⾼い企業が1社以上ありますか？

2024年12⽉実施 学⽣の状況調査アンケート（n=1,206名）
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内定‧内々定を得ている企業はありますか？（12⽉時点）

2024年12⽉実施 学⽣の状況調査アンケート（n=1,206名）
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内定‧内々定を得ている企業数

2024年12⽉実施 学⽣の状況調査アンケート（n=1,206名）
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就職活動において不安を感じたり焦りを覚えたりする理由

2024年12⽉実施 学⽣の状況調査アンケート（n=1,206名）
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フォロー施策の考え⽅
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2つのテーマに分けてお話しします

【フェーズ①】
インターンシップ〜

選考エントリー

【フェーズ②】
⾯接〜内定出し

【フェーズ③】
クロージング〜

内定承諾

30
【後半】1⼈でも多くの26卒学⽣に、ご⼊社いただくために：適切なフォロー施策の考え⽅

【前半】セルフチェック：辞退の原因はどこにある？

「フォロー強化だけで解決しそうか？」の⾒極め
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選考途中で離脱されてしまう…

フェーズ②：⾯接〜内定出し

31

もしかすると⾯接内容にも
課題があるかも…？

フェーズ②：⾯接〜内定出し
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適性検査の
内容開⽰

説明会開催
座談会開催

キャリア
設計ワーク

履歴書提出
適正検査

テスト
（SPI）

スキル選考
作品選考 1次⾯接 2次⾯接 役員⾯接 内定

マス施策

個別⾯談

HP内容
拡充

選考プロセス

 
選
考
フ
ォ
ロ|
施
策

個別施策

その他

講座セミナー
開催

個別指導

グループ
⾯接化

オンライン
⾯接導⼊

少⼈数
座談会開催

個別⾯談

課題図書
課題HP

役員講演

役員の
事前紹介

(記事/経歴)

説明会

内定者
座談会
交流会

内定通知書
内定⾯談

内定
セレモニー

 
内
定
後
フ
ォ
ロ|

選考中のフォローにも、フェーズや⽬的ごとにさまざまな施策があります。

フェーズ②：⾯接〜内定出し

「選考中のフォロー」と⾔っても、できうることはたくさんある

32
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⼤事なのは、要因特定と適切な打ち⼿

33

選考中に辞退される 第⼀志望群だった

志望度が元々
⾼くなかった

早期選考だったので
受けた

他社の志望度が
⾼かった

⾃社の志望度が
ガクンと下がった

⾯接練習として受けた

第⼀志望企業から
内定がでた

選考体験が悪かった

悪い⼝コミを⾒た

合格連絡が遅くて
落ちたと思った

途中で志望軸が
変わった

選考時期を早める‧
志望軸に沿って訴求する/
ターゲティングの⾒直し

選考設計を⾒直す

事実と異なるものは払拭する

いつまでに連絡するか
期⽇を伝える

ある程度やむなし

志望度が⾼い学⽣を⾒極めて
早期選考を案内する

or

フェーズ②：⾯接〜内定出し
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実際の事例

34

選考体験が悪かった

合格連絡が遅くて
落ちたと思った

志望軸が
途中で変わった

圧迫⾯接を受けた。
ジョブルーティーンがある企業がいいですと⾔ったら「うち
は職種別だからそんな⼈は合わないね」と強めに⾔われた

志望度は決して低くなかったが、1次選考の結果と2次選考の
案内が来るのが遅く、サイレントでお祈りされた（落ちた）
と思ったので推薦で別の企業に出してしまった

短期改善が可能

⾯接官の⾒直し
選考フローの⾒直し

連絡の期⽇を
きちんと伝える

正直あまり志望度は⾼くなかったが、⾯接の練習になると思
い受けてみた。途中で他の企業の⾯接が本格化し始めたので
志望度の低い企業はお断りした

同時に就活していた彼⽒の勤務地がどこになるか次第でエリ
アを決めようと思っており、途中で都内になることが確定し
たので地⽅の企業はお断りした

ある程度やむなし

志望度が⾼い学⽣を
⾒極めた上で

早期選考を案内する

実際に弊社で聞いた学⽣の声 考えられる打ち⼿

⾯接練習として受けた

ダントツ第⼀志望の企業から内定をもらったので他の企業は
辞退した ターゲティングの⾒直し第⼀志望企業から

内定がでた

フェーズ②：⾯接〜内定出し
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Tips：⾯接で学⽣の本⾳を引き出すための⼯夫

「学⽣の希望‧将来像」を質問の中⼼にする

あなたの将来像は？
志望業界や企業選びの軸は？

NG例OK例

「⾃社についての志望」を質問に中⼼にする

⾃社についての志望理由は？

オープンな問いかけを⾏う

勤務地が⾃由に選べるとしたら希望はある？

クローズドな問いかけを⾏う

勤務地が地⽅でも問題はない？

できるだけ定量的に評価する

コンサルとメーカーの志望割合で⾔うと
何対何くらい？

数値で把握せず曖昧に受け⽌める

今の所はコンサルとメーカーを
主に⾒ているんですね

事前準備が難しい質問を⽤意し、深掘りする
あなたの研究をどう社会に活かしたい？

→それはどこでそう感じた？
→弊社ではどう活かせると思う？

事前準備がしやすい質問しか⾏わない、⼀問⼀答

‧あなたの研究内容を教えてください
‧このインターンの志望動機は？

学⽣は合格するために⾯接の場では「仮⾯を被る」。仮⾯を外すためにはオープンな問いかけと定量化が有効

フェーズ②：⾯接〜内定出し
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Tips：フォロー⼯数を⽣み出すには

学⽣の貴社志望度

第⼀志望ライン

第⼀志望群ライン

第⼆志望群ライン

A

B

C

フォローの優先順位をつける

【志望度が⾼くなりやすい層】
インターン中に積極的な様⼦があった/

OBOG経由での参加 など

リソースの再配分

1次⾯接
合格

2次⾯接
合格

最終⾯接
合格

200名 192名 90名

慣例的に3回の⾯接を⾏っていたが、
2次⾯接では8名の学⽣を落とすために

200名分の⾯接⼯数をかけていることになる
↓

⾯接フローを⼀つ減らすことで、
⾯接コスト/⽇程調整コストを削減

↓
その分の⼯数を学⽣のフォローに回す

エントリー

250名
47
%

95
%

80
%

フェーズ②：⾯接〜内定出し
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2つのテーマに分けてお話しします

【フェーズ①】
インターンシップ〜

選考エントリー

【フェーズ②】
⾯接〜内定出し

【フェーズ③】
クロージング〜

内定承諾

37
【後半】1⼈でも多くの26卒学⽣に、ご⼊社いただくために：適切なフォロー施策の考え⽅

【前半】セルフチェック：辞退の原因はどこにある？

「フォロー強化だけで解決しそうか？」の⾒極め
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フェーズ③：クロージング〜内定承諾

38

内定は出すものの、
辞退されてしまう…

フェーズ③：クロージング〜内定承諾
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「内定辞退対策」においても、できることはたくさんある

経営層 1on1

社⻑ ランチ/1on1

リクルーター⾯談

競合他社対策

社⻑/経営層 講演

現場エース 講演/1on1

内定者交流会

1〜3年⽬若⼿ 講演/1on1

社員座談会 1on複数

オフィス⾒学/ランチ

経営層 インタビュー記事

イベント開催

内定承諾者主催企画

内定者承諾者交流会

内定承諾者インターン

内定承諾者研修

ク
ロ
|

ジ
ン
グ

承
諾
者

意思決定を⾏いたいとき 代表とのキョリを意識している学⽣に響きやすい トップ学⽣10名と社⻑でランチを⾏い、社⻑から直接学⽣にメッセージを伝え
る。また学⽣からの質疑にも答える。

意思決定を⾏いたいとき 経営層の考えに興味がある学⽣ 経営層が考えていることを記載された記事を学⽣に紹介する

意思決定を⾏いたいとき

内定出し〜意志決定前までに

意思決定を⾏いたいとき

意思決定を⾏いたいとき

内定出し〜意思決定前までに

学⽣が検討をする時期

学⽣が検討をする時期

学⽣が検討をする時期

ぜひ採⽤したい学⽣∕経営層と共通点がある学⽣

代表や経営層とのキョリを意識している学⽣
に響きやすい

⼊社後活躍を意識している学⽣

社⾵を気にしている学⽣∕何かしら不安が
残っている学⽣

他社内定を獲得している学⽣に⾃社の魅⼒が伝わる

社⾵を気にしている学⽣

⼊社後のイメージ重視、仲間意識が強い学⽣

社⾵を気にしている学⽣

学⽣が検討をする時期

志望度を確認したいとき

内定式以降

志望度の⾼い学⽣へ＋αのアトラクト

内定式以降

⼊社に向けて意識を強めて欲しいとき

⼊社に向けて意識を強めて欲しいとき

全内定者向け

すべての内定承諾者（また承諾を検討してい
る学⽣に響きやすい）
すべての内定承諾者（また承諾を検討してい
る学⽣に響きやすい）

⼊社に向けてイメージをつけてほしい学⽣∕
内定者同⼠の交流

⼊社後活躍を意識している学⽣

複数いる経営層と該当学⽣のマッチングを考えてセッティング。学⽣が他社内
定をもらってい流場合、その「他社」に詳しい経営層を参加させる。
オンラインでの⼊社前研修などで実施するところも。
会社のミッションやビジョンにより共感してもらえる。

現場で活躍しているメンバーから直接話しを聞ける機会を準備。

他内定者含め、縦横の繋がりを持てる機会。⼈事が実施するor若⼿社員に参加
してもらう。
年齢の近いメンバーの話しを聞くことで、⼊社前の不安などが解消できる。気
軽に質問できる場を⽤意。

⾃社にしかない強みを学⽣に伝える

Zoomで内定者説明会実施後、グループに分けて⾃由に交流してもらう。（ファ
シリを⼈事が担当する∕⾃分たちでやってもらう）

内定者向けにイベントを企画or社内イベントに招待（納会など）

実際にオフィスにきてもらい、若⼿社員や⼈事と⼀緒に⾷堂でランチ。

内定までずっと寄り添ってくれたリクルーター、初めて話すリクルーターどち
らかと⾯談をする。（気軽に質問ができる）
内定者主催で実施することでより仲間意識が芽⽣える。より素直に内定者同⼠
が会話できる場も準備。

内定式後に実施

インターンに任せられる仕事を任せて⼀緒に働く。会議に参加やお昼も⼀緒に
⾏ったりすることで距離が縮まる。

宿泊ありかつ、グループごとに課題を⾏う。役職者からの挨拶などもあり。

クロージング施策でも、タイミングや対象ごとにさまざまな施策が存在します。
施策 タイミング 対象 事例/効果

フェーズ③：クロージング〜内定承諾

39
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ここでも⼤事なのは、要因特定と適切な打ち⼿

40

内定辞退される 第⼀志望群だった

志望度が元々
⾼くなかった

早期選考だったので
受けた

他社の志望度が
⾼かった

⾃社の志望度が
ガクンと下がった

⾯接練習として受けた

第⼀志望企業から
内定がでた

選考体験が悪かった

悪い⼝コミを⾒た

途中で志望軸が
変わった

早めに内定を⼀つは
確保したかった

承諾期限が早すぎて
意思決定できなかった

⾯接で浅い質問が多く
不信感を抱いた

オワハラを受けて
不信感を抱いた

内定出しのプロセスに
問題があった

第⼀志望企業の⽅が
志望軸に合致していた

基本的には選考辞退要因と近しいが、⻘⽂字のあたりはクロージングフェーズで追加される要因

どこに課題が
あったのかを把握し、

解決の優先順位をつける

or

フェーズ③：クロージング〜内定承諾
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採⽤基準への不信感
‧⽂理混合の集団⾯接だった上に志望動機も浅い内容しか聞
かれなかったので、⾒極めが⽢くレベルが低いと感じた

実際の事例

41

⾯接で浅い質問が多く
不信感を抱いた

第⼀志望企業の⽅が
志望軸に合致していた

専⾨性を活かせる度合いの差分
‧承諾先企業の最終⾯接では現場の技術者がかなり詳しいと
ころまで聞いてくれて、⾃分の研究が⽣かせると思った

短期改善が可能

⾯接官の⾒直し
選考フローの⾒直し

専⾨を活かせる領域を
個別化して伝える

社⾵のミスマッチ
‧インターンシップに参加して、年配の⼈が多く働いている
印象を持って若⼿の活躍フィールドが少ない印象を持った

年収、福利厚⽣、勤務地への懸念
‧地元で働きたい、年収が⾼い⽅がいい

ある程度やむなし
ターゲティングから

⾒直す

事実ではない印象は
払拭する

実際に弊社で聞いた学⽣の声 考えられる打ち⼿

配属ガチャの不安
‧メイン事業には興味があるが周辺事業には興味がない
‧配属確約ではないのが不安

初期配属確約が可能か
検討する

フェーズ③：クロージング〜内定承諾
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Tips：内定辞退を防ぐためのシート

42

⓪具体的な社名 ⾃社（職種名） A社（職種名） B社（職種名）

①気持ちのウェイト
（全体を100％とした時の数値） 〇％ 〇％ 〇％

②魅⼒‧ポジティブ要素

③懸念‧ネガティブ要素

④⼼情‧選社軸
（その理由と背景）

⑤意思決定時期

⑥戦い⽅‧⾃社の勝機
必要なアクション

特に承諾して欲しい学⽣に対しては、バイネームでの把握を徹底することが承諾につながる

フェーズ③：クロージング〜内定承諾
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Appendix：内定辞退者への調査について

43
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いったん、今年何ができるかを整理しましょう

⾃社の魅⼒を正しく
伝えられていなかった

そもそも
現状把握が

できていない

フォロー施策
の強化(量)

問
題

課
題

原
因

打
ち
手

⾃社と同規模の他社と競合

1次⾯接など途中離脱/他社への内定承諾が多い

志望職種
アンマッチ

での辞退

専⾨性の
アンマッチ

での辞退

企業規模/知名
度重視の学⽣に

出会っていた

⾃社にマッチした学⽣に
出会えていなかった

⼈柄の
アンマッチ

での辞退

⺟集団の質の改善 フォロー施策
の強化(質)

内定辞退者へ
の調査

過去の辞退理由
を把握しておら
ず、正しい打ち
⼿の仮説がない

ターゲット学⽣に
合った訴求が

できていなかった

⾃社の魅⼒を伝
えるコンテンツ

や場が不⾜
していた

27卒でトライすること 26卒でトライすること MUST

⼤⼿/知名度ある他社と競合
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内定承諾率UPには地道な取り組みが必要

候補者体験の設計が最重要

内定承諾の段階で施策を考えるのでは遅い 採⽤フェーズごとの選考体験の現状を客観的に把握することが重要

※ 候補者体験：求職者が企業を認知してから応募や⾯接を経て採⽤されるまでの 
⼀連のタッチポイントにおける体験

内定承諾率向上にあたり、フォローの施策を⾒直す、採⽤ツール‧⼿法を⾒直すなどの施策から考えていくことはNGです。
そもそもの新卒採⽤の候補者体験(※)を学⽣⽬線で⾒直して、改善していくことが重要です。候補者によって志望度が下がるタ
イミング/内容は異なるため、採⽤フェーズごとに選考体験の現状を把握して打ち⼿を考えましょう。

内定承諾者と内定辞退者の差分を理解する

認知 興味 応募 選考 内定 承認 入社

45
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根本課題の特定に必要な5つのエッセンス

分析の設計

ヒアリング

分析

①どの数値改善のための調査なのかを明確にする

②学⽣の体験‧事実ベースでヒアリングする

③⾃社の内定承諾者/新卒社員にも話を聞く

④質問読み上げマシーンにならない

⑤離脱学⽣を採⽤可能性でグループ分けする
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①どの数値改善のための調査なのかを明確にする

NG例 OK例

採⽤改善のために接点のあった学⽣に
とにかく聞いてみよう

マイページ
登録 夏IS参加

夏IS
不参加

本選考

冬IS参加

冬IS
不参加

内定 内定承諾

内定辞退離脱

①
②

①の⼈には「ISに参加してくれたのにその後選考に参加しな
かったのはなぜか」を聞いてエントリー率の改善に役⽴てよう

②の⼈には「内定承諾した企業と⾃社の差分」を聞いて
承諾率の改善に役⽴てよう
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②学⽣の体験‧事実ベースでヒアリングする

NG例 OK例

御社の業界では研究を活かせると
思いませんでした

他に受けた企業でうちよりも
志望度が⾼かった企業はある？

都内で働きたかったので
御社は辞退しました

辞退理由は
● 専⾨性を活かせないこと
● 勤務地の不⼀致

A社と、B社です

A社は業界が⼀緒で勤務地も近いけど
うちと⽐べてどこがよかった？

インターンの時に社員さんが⾚裸々に話して
くれたので実態が掴めたのが⼤きかったです

辞退理由は
● 専⾨性を活かせないこと
● 勤務地の不⼀致

ではあるものの、実態を適切に伝えきれていな
いことで志望度が下がっている
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ジャーニー分析サンプル

パターン①夏IS参加

修⼠1年6⽉ 修⼠2年4⽉12⽉8⽉ 10⽉ 2⽉

Lv4:第⼀志望

Lv3:志望あり

Lv2:興味あり

Lv1:認知あり

競合ー
⾃社ー

Lv0:未認知
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②学⽣の体験‧事実ベースでヒアリングする

ヒアリング項⽬の例

‧就活中、いつどんなタイミングでなにをしたか
‧企業をどんな軸で探していたのか、どんな情報を参考にしたのか
‧本選考を受けた企業/内定が出た企業はどこか

‧夏終わり時点/本選考前時点での志望順位はどうだったか。それはなぜか
‧内定企業の中でなぜその企業に決めたのか
‧⾃社が劣っていると判断されたのはどのポイントだったのか

事実

意思決定
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③⾃社の内定承諾者/新卒社員にも話を聞く

NG例 OK例

辞退者のみに話を聞く 承諾者と辞退者の双⽅の話を聞く

辞退要因は出てくるものの、それを解決する
ことで打ち⼿につながるのかが不明

● 辞退者にも同じ魅⼒が伝わっていたのか、
それそも伝わっていなかったのかが把握で
きる

● 成功パターンを⼊⼿できる
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④質問読み上げマシーンにならない

機械的に質問を読んで答えをメモするは✕
学⽣がなぜその⾏動/意思決定を⾏ったかの背景を深掘りする

検討していた業界を教えてください

〇〇業界を⾒てたんですね。
その分野の研究をしている⽅がその業界を⾒るの
は珍しいと思うのですが、
何かきっかけがあったのですか？

ありがとうございます。
次に、検討していた職種を教えてください

検討していた業界を教えてください

NG例 OK例
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離脱学⽣10名のうち、採⽤余地のあった学⽣は6
名。彼らの主な離脱理由は「要因A」だと考えら
れる

⑤離脱学⽣を採⽤可能性でグループ分けする

学⽣が離脱していた理由は多い順に以下
‧要因A
‧要因B
‧要因C

NG例 OK例

辞退要因は出てくるものの、どれから解決し
たらいいのかがわからない

短期的に改善可能なものと、⻑期的に改善可能
なものを分けて判断できる
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ターゲット分析サンプル

‧企業の成⻑性
‧触れられる技術の幅
‧サービスが好きかどうか

‧⾸都圏以外の勤務地を志望
‧規模が⼤きい企業、安定している企業を志向
‧開発スキルに⾃信はあまりない（社内SEの場
合）

ペルソナ像

‧規模が⼤きく、給与の⾼い企業に⼊りたい
‧エンジニアとしての成⻑に関⼼があるものの、
現在の開発スキルへの⾃信は⾼くない

流⼊企業

CA、ヤフー

freee、
ゆめみ、
マネフォ

NTTデータ
富⼠通

トヨタ
ソニー
パナソニック

採⽤
可能性
あり層

採⽤
⾼難易度

層

‧⾃由に働けるか（フレックス、休暇の取りやす
さ）
‧エンジニアとしての成⻑環境
‧toCサービス（有名な製品、⾝近への影響）

辞退理由
訴求次第では変化しうる層

訴求を変えても難しい層



55Copyright ©  LabBase,Inc. All Rights Reserved.　

Tips：アンケート？ヒアリング？

● 深い情報を得られるので、
● 解決策につながるヒントを⾒つけや

すい

● 客観的なデータを取れる
● 回答結果の集計、分析がしやすい

● インタビューのスキルが必要
● 統計的なデータにはなりにくい

● ヒアリングに⽐べ情報が薄い（⾃由記
述は有効活⽤しづらい）

● 客観性を得るにはデータの数が必要

メリット デメリット

ヒアリング

アンケート

仮説が弱いまま定量調査（アンケート）を⾏ってもあまり有⽤な⽰唆は得られにくい
まずは数名にヒアリングをして、仮説をつくることがおすすめ
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理系学⽣意向調査の進め⽅

全体設計

学⽣確保

承諾者ヒアリング

辞退者ヒアリング

分析＆改善

⾃社の採⽤課題を整理し、明らかにしたいポイントを決める

話を聞きたい学⽣を選定し、⽇程調整を依頼する

内定承諾者や新卒社員にヒアリングし、成功パターンを分析する

学⽣の就活の流れ、意思決定の判断基準を把握する

⾃社成功事例や他社事例を元に課題の整理、解決策の検討を⾏う
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改善施策に落とし込む

望⽥さん 吉⾕さん

優先順位①：
⾃信がなく学校推薦に流れた学⽣層採

⽤
改
善
の
順
番 優先順位②：

⼀度は第⼀志望になったが他社に負けた層

⼩野さん端さん

‧冬のISで魅⼒を強く感じている⽅が多かったが、そのタイミング
では既に学校推薦の意向を固めてしまっていた。「もっと早くにイ
ンターンシップやってくれていたら推薦を出さずに第⼀志望で出し
ていた」という学⽣が複数名いた。もし早めにアプローチできてい
れば⼊社に⾄った可能性が⾼い。

‧悪い印象はなかった、興味関⼼で最後◯社さんと差がついたた
め、魅⼒訴求がもっとできていればひっくり返った可能性がある。
‧⾃動⾞/モビリティ系に関⼼が強いため、他社に承諾を決めたパ
ターンが多い。⾃動⾞/モビリティへの関⼼が強い学⽣よりは、電
池‧化学業界に興味ある学⽣が相性がいい可能性がある

例）

⾃社の現状を正しく把握できたら、採⽤優先度が⾼い順に学⽣を分類し、それぞれの辞退理由と改善のための⽰唆を整理し、
具体的な打ち⼿を考えていきます。

辞退理由と改善のため⽰唆学⽣分類
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辞退理由と次年度に向けた改善事例

● インターンシップの時期を早める。夏インターンシップも検討する
○ 冬のISが学⽣からは⾮常に好評なため、早めに訴求として実施するのが良い

● ⾃動⾞/モビリティへの関⼼が強い学⽣よりは、電池‧化学業界に興味ある学⽣を狙って⺟集団形成する。
○ ⾃動⾞/モビリティ系は競合企業が強く、バッティングしやすい
○ ニッチな採⽤ターゲットなので、スカウトサービスも検討する

● 貴社の特徴ゆえのメリット/デメリットを合わせて伝えつつ、デメリットを解消するトークを⽤意する
○ ベンチャーや合弁会社、集中的な事業展開であることのメリットは押し出しつつも、それによって起こり得るデメリット

（規模感、不安定、将来性、働き⽅）などについてのフォローを〇〇側から伝える

辞退理由（複数回答）
● 事業領域と学⽣の興味の不⼀致  3票
● 合同会社への不安 3票
● 将来性への不安 3票
● 若い会社のため安定性があれば良かった 3票
● 勤務地が希望と合っていなかった  3票
● 働き⽅が合わなかった  3票
● 学校推薦で出した企業から内定が出たため 2票

● 冬のISで魅⼒を強く感じている⽅が多かったが、そのタイミングでは既に学校推薦の意向を固めてし
まっていた。「もっと早くにインターンシップやってくれていたら推薦を出さずに第⼀志望で出して
いた」という学⽣が複数名いた。滑り⽌めとしての選考ではあったが、もし早めにアプローチできて
いればひっくり返った可能性が⾼い

● 悪い印象はなかったが、興味関⼼で最後◯社さんと差がついたため、魅⼒訴求がもっとできていれば
ひっくり返った可能性がある。

● ⾃動⾞/モビリティ系に関⼼が強いため、他社に承諾を決めたパターンが多い。⾃動⾞/モビリティへ
の関⼼が強い学⽣よりは、電池‧化学業界に興味ある学⽣が相性がいい可能性がある

辞退理由と改善のための⽰唆を整理したら、次年度に向けてどの施策を採⽤するか検討していきます。

主な辞退理由 改善のための⽰唆

次年度に向けた改善施策
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内定承諾率の改善アクション事例：⼤⼿⾃動⾞関連部品メーカーA社 様

LabBase提供の『内定辞退者調査』サービス
にて内定辞退者10名にヒアリングを実施 調査

調査結果

選考体験の良いインターンシップが
学校推薦のタイミングより

遅く実施されていた

冬に実施していたインターンシップの評判がとても良
かった。「もっと早くにインターンシップやってくれ
ていたら推薦を出さずにA社に第⼀志望で出してい
た」と⾔う学⽣が複数名いた。

改善アクション

翌年から夏にもインターンシップを
実施し、内定辞退の改善に着⼿

学⽣の選考体験が向上した正しい情報を把握すること
で、インターンシップ実施時期変更という具体的な打
ち⼿を実施し選考体験を改善した。

‧学⽣の内定辞退率が⾼い
‧学校推薦の滑り⽌めとして受けられていたケー 
スが数件あった

悩み
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内定承諾率の改善アクション事例：ITサービス系B社 様

調査結果

技術者として評価される会社という
認知形成ができていなかった

選考体験において、技術内容に関する質問や選考フ
ローが確⽴されておらず、「他社と⽐較して技術評価
がされない会社=技術者としての成⻑に不安な会社」
というみられ⽅をしていた。

翌年からコーディングテストを実施し、
選考プロセスも⼤胆に変更

技術者としての成⻑について⾃社認知とのギャップが
⽣じていたので、選考フローにコーディングテストを
実施するとともに、CTOとの最終⾯接に変更した。

改善アクション

LabBase提供の『内定辞退者調査』サービス
にて内定辞退者6名にヒアリングを実施 調査

‧同業他社から⾼確率で負けてしまう
‧なぜ辞退するのか把握できていない悩み
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● 重要なのは差分を⾒ること
○ エントリーした⼈とエントリーしない⼈の差分
○ 内定まで受けきった⼈と、途中辞退した⼈の差分

● 今やらないといけない理由
○ ⼯数がなくてできないとはいえ、

対処療法的な対応になってしまうと、
次年度以降の⼯数がもっと増える可能性が⾼いのも事実

このパートでお伝えしたいこと
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LabBaseからのお知らせ
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LabBaseだけが持つ強み

認知形成〜⼊社までの
プロセスを⼀貫して実⾏

理系学⽣に特化した
動向‧インサイトへの

広く深い理解

貴社の事業戦略や強みに
沿った戦略パートナー

としてのご⽀援
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LabBaseだけが持つ強み①

理系学⽣の動向をマス‧ピンポイントの両⾯で常にキャッチアップ。
常に最新動向を捉えており、学⽣⽬線での企画⽴案が可能。

就活動向調査（定期） 特定の属性に特化した深掘り年間100名を超える理系学⽣への
インタビュー調査
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LabBaseだけが持つ強み②

理系採⽤に特化して、学⽣の認知形成〜⼊社までのプロセスを
⼀貫して設計、実⾏が可能。

認知形成‧アプローチ 魅⼒づけ‧応募 内定/承諾ターゲットの明確化

内定辞退者調査座談会イベント採⽤要件定義

インターンシップ設計ダイレクトリクルーティング

採⽤ブランディング

LabBase Survey（市場調査）/ コンサルティング



Copyright ©  LabBase,Inc. All Rights Reserved.　

LabBaseだけが持つ強み③

テンプレではなく、カスタマイズ性の⾼いサポートに強み。
各企業の事業戦略に沿った、パートナーとしての⽀援が可能。

過去のご⽀援事例（抜粋）

● 苦戦領域など採⽤課題解決⽀援の実績（戦略パートナーとして下記施策を実施）
○ グループ企業への⽀援メニューの策定‧組織の構築
○ 戦略策定‧組織構築のための3ヶ⽉ごとの合宿の設計と実施（幹部‧リーダー候補者と）
○ 地⽅苦戦拠点や、⽣産技術など難易度の⾼いポジションへの打ち⼿実施（全国⼯場⾒学企画）
○ 内定辞退者への調査や、ターゲット学⽣に特化した企業認知度‧イメージ調査
○ 現場メンバー30部署を巻き込んでスカウトの送付体制の構築から運⽤

● グローバル‧新領域
○ 海外拠点への学⽣の送り込み‧グローバルの認知構築(現地拠点でのインターンシップの企画)
○ ⾼専採⽤の媒体依存の脱却‧独⾃ブランド認知の構築(⾼専⽣向け新規イベント⽴ち上げ)

● ⼥性活躍
○ ⼥性社員コミュニティの⽴ち上げ（⼥性採⽤、⼥性活躍のテーマで合宿とコミュニティ⽀援）
○ ⼥性向け奨学⾦の学⽣向けPR

● ⽣産性向上‧中途‧異動公募
○ 新卒採⽤‧中途採⽤のBPO‧派遣費⽤の削減（間接⽣産性の向上、⼿作業からの脱却）
○ 異動公募の社内システムのPoCの実施
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LabBaseだけが持つ強み

認知形成〜⼊社までの
プロセスを⼀貫して実⾏

理系学⽣に特化した
動向‧インサイトへの

広く深い理解

貴社の事業戦略や強みに
沿った、戦略パートナー

としてのご⽀援

これら３つの掛け算で、
「学⽣視点」かつ、「経営に紐づいた採⽤戦略の推進」ができる

戦略パートナーがLabBase



Copyright ©  LabBase,Inc. All Rights Reserved.　 ※1：学生の総数に対する26卒の見込み登録人数の割合。学生総数は、文部科学省学校基本調査令和４年度専攻分野別　大学院1年次学生数より。理学・工学・農学の修士1年を24卒に、2
年を23卒としてカウント。

LabBase就職 - 産業界のニーズの⾼い優秀な理系院⽣が数多く登録
国内理系修⼠の約50%が登録するところまで成⻑。引き続き登録シェアは拡⼤ペース。
また、産業ニーズの強い分野の学⽣や、研究⼒の⾼い⼤学の学⽣が数多く登録している。

国内理系修⼠の登録シェア50%(1) 産業ニーズが⾼い学⽣が多く登録

 AI 関連学⽣(2)の登録⼈数 3,600⼈以上

 半導体 関連学⽣(3)の登録⼈数 1,100⼈以上

 機電系 学⽣(4)の登録⼈数 4,000⼈以上

 情報系 学⽣(5)の登録⼈数 3,300⼈以上

東⼤‧京⼤‧旧帝⼤‧東⼯⼤
28.9％

早慶‧筑波⼤‧理⼯専⾨
23.9％

MARCH‧国公⽴⼤学
33.0％

その他⼤学
14.3％

⼤学別の割合
23卒修⼠学⽣

（2022/4時点）

MARCH‧国公⽴以上の学⽣が80%超え

25卒 26卒
実績※2024年3月時点 見込み※2025年3月時点

20,000

23,000

累計登録数

年次登録数（25卒実績と26卒見込み）

登録増加中

22,000

22,000
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推奨施策のご案内１

内定辞退者調査
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学⽣に会えているのに採⽤できない = ⽳の空いたバケツ状態

選考前後の離脱率が⾼い
内定辞退率が⾼い

改善を実施せず
⺟集団を増加

かけた時間/コストの割に
採⽤数は増えず

原因を特定し
改善施策を実施

⺟集団を増やした分
成果が出やすい環境に

問題の原因を明らかにして、成果の出やすい環境を作ることが重要
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選考辞退/内定辞退の原因と対策

採⽤アクションの課題特定と改善 学⽣の⼊社ポテンシャルの⾒極め

課題① 離脱理由の洗い出し不⾜   課題② 課題の優先順位付け

採⽤アクションに問題があり
⾃社への志望度が

上がらない/下げてしまっている

⼊社ポテンシャル⾼い学⽣と
低い学⽣の⾒極めができず
本当に改善するべき原因を

絞り込めていない



Copyright ©  LabBase,Inc. All Rights Reserved.　

内定辞退者の辞退レベル定義

第⼀志望になりえた

第⼆志望として
戦う

採⽤改善が難しい

第⼀志望になりえた

第⼆志望として
戦う

採⽤改善が難しい

候補者/内定者 内定承諾者

内定承諾に繋がりやすい「第⼀志望になりえた」「第⼆志望として戦う」への注⼒が重要

内定承諾率が
⾼くなりやすい
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理系学⽣の隠れた本⾳を聞ける『内定辞退者調査』

貴社の内定辞退者に対して、弊社が第三者の⽴場で理系特化の定性インタビューを実施
現状分析から競合他社に負けない改善提案までコンサルティング

②定性インタビュー①調査設計

現場社員や内定承諾者への
ヒアリング内容から現施策
の課題特定‧仮説構築

③レポート納品 ④戦略策定

貴社の強みを活かしたア
クション施策を提⽰‧ア
フターフォロー

仮説検証に向けて
定性インタビューを
内定辞退者へ実施

調査結果から得たデータ、
重要なインサイトを
レポートにまとめてご提供
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内定辞退者が増える原因と本サービスで⽬指す理想像

就職先
として認知

社名認知
なし

社名認知
あり

マイページ
登録

ISなど参加 選考参加 内定具体
職種認知 内定承諾

⾃社で出会えていない層 ⾃社で出会えている層

◆魅⼒が伝わらず選考ファネルが先細りになってしまう
◆選考体験が良くなく、辞退される

◆職種ごとに最適な訴求ポイントを打ち出している
◆学⽣にとって素晴らしい選考体験が設計できている

◆内定承諾してもらえず競合に負けてしまう
◆辞退される理由が明確ではない

◆技術系学⽣特有のポイントを考慮した上で
 競合と異なる魅⼒が明確である
◆採⽤における⾃社と学⽣認識の差分を把握できている

本調査で
解決できる

主な領域

採
⽤
フ
ァ
ネ
ル

課
題

理
想
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推奨施策のご案内２

学⽣フォロー虎の巻
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フォローガイド概要

インターン後〜内定承諾までに効果的なフォローノウハウを提供します

※虎の巻はご要望に応じて個別にカスタマイズ可能です

学⽣フォロー講習会/勉強会学⽣フォロー 虎の巻

学⽣フォローに関するノウハウ集 学⽣フォローに関する
勉強会/コンサルティング
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ライト版とカスタマイズ版の違い

貴社のニーズに合わせてご提供内容を選べます

学⽣フォロー虎の巻（カスタマイズ）
● 貴社課題を反映させた資料作成

学⽣フォロー虎の巻(ライト)
● 即⽇ご納品可能

▼ライト版の内容に加えて
● 貴社の実例をイメージした事例の提⽰

○ 例）
■ SE部⾨をベースにした事例作成
■ 研究開発職をベースにした事例作成

● 貴社課題に応じた加筆/資料追加
○ 例）

■ 実際の準備スケジュールに合わせた表記
■ 貴社特有の制約の応じたチェックリストの作成
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納品物のサンプル

SAMPLE

SAMPLE



株式会社LabBase　代表取締役CEO

加茂 倫明

1994年京都生まれ。大学勤務者の両親を持ち、幼少期より数学者を志す。

東京大学理科二類入学後、研究領域の課題を目の当たりにし、

国内外のベンチャー数社での長期インターンを経験後、

東京大学工学部在学中の2016年に株式会社LabBase（旧POL）を創業。

科学と社会の発展に世界で最も貢献する会社を目指し、

研究エンパワープラットフォームを創造中。

所在地：東京都港区西新橋一丁目1番1号　日比谷フォートタワー10F

設立:2016年9月23日

社員数：106人（2023年4月時点）

資本金：613,130,500円（資本準備金含む）

理系学生及び中途技術者の採用支援

● NHKニュース7ノーベル賞特集にて紹介

● テレビ東京　WBSにて紹介

● 東洋経済「すごいベンチャー100」選出

● 「TechCrunch Tokyo 2018」受賞

株式会社LabBase

代表

事業内容

受賞歴／掲載実績
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お問い合わせ

お電話やWEBサイト上のお問い合わせ窓口より、お気軽にお問い合わせください。

ご利用方法や導入事例はWEBサイトでもご確認いただけます

▼ 資料ダウンロード

LabBase就職をはじめて知っていただく方に向けて、
わかりやすいサービス資料や理系学生に詳しくなれる
お役立ち資料をご用意しています。

https://business.labbase.jp/downloads/

資料ダウンロードはこちら

▼ お問い合わせ

お電話やWEBサイト上のお問い合わせ窓口より、
お気軽にお問い合わせください。

https://business.labbase.jp/contact/

お問い合わせはこちら

03-6684-1539（10:00〜19:00）

https://business.labbase.jp/downloads/
https://business.labbase.jp/downloads/
https://business.labbase.jp/contact/
https://business.labbase.jp/contact/
https://business.labbase.jp/contact/

